
１ 大きな公共を担う活力ある地域社会づくり 

【評価区分の凡例】 

〔取組の実施状況〕   Ａ：実施できた  Ｂ：一部に実施できない取組があった  Ｃ：実施できなかった 

〔成果目標の達成状況〕 ①：成果目標を概ね達成できた  ②：成果目標を達成できなかった 

(3) 

ア 

多様な協働（マルチパートナーシップ）の推進 

多様な主体のネットワーク拡充への支援 

＜取組所管＞ 

・取組①②：区 

 

 

□ ３年間の取組と成果の総括 

・ＳＮＳやホームページ等を活用し、地域活動を実施している地域団体やＮＰＯ、企業などに関する

情報をテーマごとに集約し広く発信するとともに、これらの活動主体間の連携・協働に向けた意見

交換や話し合いなどの交流の場を提供し、また、中間支援組織の活用も図りながら活動主体間の連

携・協働をコーディネートする仕組みの構築に取り組んだ。 

・成果目標の達成には至らなかったものの、中間支援組織と連携し、各種団体や企業、福祉施設、Ｎ

ＰＯなどに関する情報収集を行い、広報紙やホームページで情報発信したり、地域活動協議会間で

意見交換する場を設定するなど、様々な活動主体の連携・協働の促進に寄与した。 

 

□ ３年間の取組状況 

※次ページ（各区の状況）を参照。 

【取組の実施状況】取組①：Ａ 23 区・Ｂ 1 区、取組②：Ａ 24 区 

 

□ 成果目標の達成状況 

目 標 実 績 評価区分

地域のまちづくりに関する活動が地域団体

やＮＰＯ、企業などさまざまな活動主体の連

携・協働により進められていると感じている

区民の割合 

 

平成 26 年度までに全区で 60％以上 

平成 26 年度 各区平均 22.7％ 

（各区内訳） 

10％台   8 区 

20％台  11 区 

30％台   4 区 

40％台   1 区 

② 

 

□ 課題と今後の方向性 

※次ページ（各区の状況）を参照。 
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１ 大きな公共を担う活力ある地域社会づくり 

【評価区分の凡例】 

〔取組の実施状況〕   Ａ：実施できた  Ｂ：一部に実施できない取組があった  Ｃ：実施できなかった 

〔成果目標の達成状況〕 ①：成果目標を概ね達成できた  ②：成果目標を達成できなかった 

(3) 
イ 

多様な協働（マルチパートナーシップ）の推進 
地域公共人材の充実への支援 

＜取組所管＞ 

・取組①～③：局・室 

・取組④：区 

 

□ ３年間の取組と成果の総括 

・地域活動の担い手拡大を図るため、中間支援組織とも連携し、地域公共人材についての勉強会や担
い手育成に向けた事例の情報発信、様々な分野で活動している区民で構成するラウンドテーブルを

設置するなど、成果目標の達成には至らなかったものの、幅広い層の人たちが地域活動に参加でき
るよう取組を行った。 

・地域公共人材の養成、地域公共人材の意義や役割についての説明や、派遣の仕組みの構築と運営と
いった各取組については、一部の取組にやや遅れはあったものの実現できた。 

・しかしながら、地域公共人材の意義や活用のメリットの浸透という点では地域住民に対しての情報

発信、周知がまだ不足している。 

 
□ ３年間の取組状況 

・地域活動にかかわる人材養成に取り組む関係局と連携し、地域公共人材養成プログラムの企画案を

作成し、平成 25年度から毎年度実施した。（受講者数計 52 人）（取組①） 
・地域活動に取り組んでいる人たち等と直接接している区役所や中間支援組織（まちづくりセンター）

に対して、区長会議をはじめ、各区との意見交換会（平成 25 年度グループ別５回）・区役所市民協

働課長会（平成 25 年度１回、平成 26 年度２回）、24 区担当者向け説明会（平成 26 年度１回）、新
たなコミュニティ支援事業受託事業者連絡調整会議（平成 26 年度 24 事業者×４回）などの場で地
域公共人材の意義・役割等について説明を行ってきた。（取組②） 

・また、より幅広い人たちに向けて、平成 24 年度から平成 26 年度にかけて、市民局ホームページ・
フェイスブック、地域公共人材開発事業専用ホームページ・フェイスブックほか、コミュミティ・
ビジネス等の相談窓口での紹介等、様々な手法や機会を活用し、地域公共人材の意義・役割等につ

いて説明・啓発を行った。（取組②） 
・平成 25年度から大阪市地域公共人材バンクを設置し人材の登録を行うことによりスキルなどの人材

情報の収集・集積を行うとともに、平成 26年度には地域活動団体等への派遣の仕組みを構築し運営

を行った。（取組③） 
（平成 26年度末現在でのバンク登録者数 75 名、地域への派遣 25 回（11 団体に対して延べ 76名派遣） 

※取組④については、次ページ（各区の状況）を参照。 

【取組の実施状況】取組①：Ａ、取組②：Ａ、取組③：Ａ、取組④：Ａ 22区・Ｂ 1区・Ｃ 1区  

 

□ 成果目標の達成状況 

目 標 実 績 評価区分 

地域の活動において、ファシリテーション能
力やコーディネート力などを持った人材が
活躍していると感じている区民の割合 

 
平成 26年度までに全区で 60％以上 

平成 26年度 各区平均 15.3％ 
（各区内訳） 

10％未満  3区 

10％台   19区 
30％台    2区 

② 

 

□ 課題と今後の方向性 

・地域公共人材の意義・役割等についての説明・啓発は行ってきたものの、まだ不十分である。（取組
②） 

・今後は、区役所や中間支援組織が、地域公共人材を活用することの意義やメリットを地域に浸透で

きるように実際の派遣事例の紹介なども交えた情報の伝達を行ったり、派遣の仕組みをより活用で
きるよう、地域公共人材の地域での活用を促進できるように工夫を行って支援していく。（取組①、
②、③） 

※取組④については、次ページ（各区の状況）を参照。 
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